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お兄ちゃんありがとう！上手にできたよ！！
～羅臼小学校１日入学～
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※
【
指
定
管
理
者
制
度
と
は
】

　

平
成
15
年
６
月
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
民
間
事
業
者
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広

く
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
の
「
公
の
施
設
」
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
公
共
団
体
や
公
共
的
団
体
、
地
方
公

共
団
体
が
設
立
し
た
出
資
法
人
等
に
管
理
運
営
を
委
託
す
る
方
法
（
こ
れ
を
「
管
理
委
託
制

度
」
と
い
い
ま
す
。）
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
民
間

企
業
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
住
民
な
ど
で
構
成
す
る
団
体
な
ど
も
参
入
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
各
施
設
の
特
性
に
応
じ
た
運
営
が
よ
り
柔
軟
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
公
立
の
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
も
導
入
が
増
え
て
お
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
た
効
率
的
な
運
営
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

今
後
の
手
続
き
等

　

平
成
23
年
度
は
、
孝
仁
会
へ
の
運
営
移
管
の
具
体
的
な
諸
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
制
度
導
入
に
係
る
正
式
な
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
く
指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、
基
本
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
し
ま
し
て
は
、
孝
仁
会
の
齋
藤
理
事
長
を
お
招
き
し
、
４
月
に
地

域
医
療
に
関
す
る
医
療
講
演
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１　

指
定
管
理
者
導
入
後
の
運
営

（
１
）
診
療
所
経
営

　

民
間
法
人
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
効
率
的
な
診
療
所
経
営
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ま
で
診
療
所
独
自
に
契
約
を
行
っ
て
き
た
医
薬
品
の

調
達
や
医
療
機
器
の
リ
ー
ス
契
約
は
指
定
管
理
者
が
行
う
こ
と
と
な
り
、
孝
仁
会
グ

ル
ー
プ
と
し
て
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
、
調
達
コ
ス
ト
・
管
理
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
な

ど
経
費
の
削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

　

こ
れ
ま
で
町
単
独
で
行
っ
て
き
た
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に

つ
い
て
は
町
と
指
定
管
理
者
と
が
協
力
し
て
引
き
続
き
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
３
）
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

入
院
病
棟
（
19
床
）
及
び
24
時
間
初
期
救
急
医
療
体
制
を
再
開
し
ま
す
。

　

診
療
科
目
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
内
科
、
外
科
に
加
え
、
脳
神
経
外
科
や
循
環
器

科
な
ど
の
専
門
外
来
診
療
も
設
置
し
ま
す
。
健
康
診
断
等
予
防
医
療
の
充
実
な
ど
、
釧

路
孝
仁
会
記
念
病
院
と
連
携
し
た
よ
り
良
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

医
療
を
受
け
る
側
（
町
民
）
も
コ
ン
ビ
ニ
感
覚
の
受
診
を
し
な
い
、
必
要
な
健
康
診

断
を
積
極
的
に
受
け
る
な
ど
、
協
力
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

羅
臼
町
は
、
２
月
24
日
、
羅
臼
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
に
指
定
管
理
者
制
度
（
※
）
を
導
入
す
る
こ
と
で
社
会
医
療
法
人
孝
仁
会
（
以
下

孝
仁
会
）
と
基
本
合
意
し
、
羅
臼
町
議
会
村
山
議
長
と
手
塚
診
療
所
長
の
同
席
の
も
と
、
同
法
人
齋
藤
孝
次
理
事
長
と
羅
臼
町
脇
町
長
が
調
印

文
書
に
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
住
民
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
持
続
可
能
な
安
定
し
た
診
療
所
経
営
と
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
羅
臼
町
で
は
民
間
法
人
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
効
率
的
な
診
療
所
経
営
に
よ
る
安
定
的
な
運
営
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
考
え
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
三
次
医
療
圏
の
医
療
・
福
祉
・
介
護
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
孝
仁
会
の
齊
藤
理
事
長
か
ら
羅
臼
町
の
医
療
に
対
す
る
支
援
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
ご
了
解
を
い
た
だ
き
、
基
本
合
意
の
調
印
と
な
り
ま
し
た
。

　

導
入
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
新
診
療
所
の
完
成
に
合
わ
せ
、
平
成
24
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〜
新
診
療
所
が
完
成
す
る
平
成
24
年
４
月
か
ら
運
営
開
始
予
定
〜
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１ ．今回のＭＲＩやＣＴのグレード
アップにより、従来は中標津や釧路
等の専門病院でなければできなかっ
た検査が当診療所でも可能となり、
検査の重複がなくなるなど、患者様
の医療費や交通費の負担の軽減に寄
与するものと思われます。
２ ．特にＭＲＩにつきましては、脳卒
中の早期診断が求められている医療
情勢や脳ドックの希望が増えている
ことを考えると、町内にＭＲＩがあ
ることによって町民と医師が受ける
利便性は非常に大きいと思われます。

【基本合意の概要】（抜粋）
１．指定管理者制度導入の目的
　 　羅臼町は、民間法人の経営ノウハウを生かした効率的な
診療所経営による安定的な経営、安定的な医療サービスの
提供による持続可能な地域医療を住民に提供することを目
的に指定管理者制度を導入する。
２．指定管理者制度導入の時期
　　指定管理者制度導入の時期は、平成24年４月１日とする。
３ ．指定管理者は次の羅臼町の医療ビジョンに沿った医療を
提供するものとする。
　⑴　医療保健福祉の連携による地域包括ケアの推進
　⑵　 介護・疾病予防と在宅支援をするための医療・保健・

福祉の連携
４ ．指定管理者は次の診療所が果たす役割に沿った医療を実
施する。
　⑴　一次医療の確保
　⑵　在宅医療の充実
　⑶　高齢者医療の充実
　⑷　健康づくりの推進
５ ．指定管理者が運営する診療所の診療体制は次のとおりと
する。
　⑴　 診療科目は、内科、外科、小児科、脳神経外科、循環

器科、他とする。
　⑵　24時間初期救急医療体制
　⑶　入院病棟（19床）の設置
６．指定管理者が行う業務の内容は次のとおりとする
　⑴　診療に関する業務
　⑵　利用料金の収受及び手数料の徴収に関する業務
　⑶　施設・設備及び備品の維持管理に関する業務

　齋藤理事長は「町民と一緒により良い医
療を提供できるよう模索していきたい」と
語り、脇町長は「町民に安定的な医療サー
ビスを提供できることになり非常にありが
たい」と感謝の意を述べた。

新診療所の建設費及び設備の概要を説明させていただきます。

医療法人孝仁会との調印について
～平成24年２月24日調印式～

羅臼町国民健康保険診療所改築事業

２　主な整備予定の医療機器 １　事業費　　　　　　　　　（千円）
名　　称 利　用　目　的　な　ど

ＭＲＩ
ＣＴ装置と違いＸ線の代わりに磁石と電波を利用
して画像を作ります。特に脳梗塞の兆候の発見及
び脊髄、関節、骨盤腔内臓器の撮影に優れ、整形
外科領域、脳外科領域に威力を発揮します。

ＣＴ（64列）

一般のレントゲン検査と同じＸ線を照射して人体
を輪切りにした画像を作ります。脳出血、くも膜
下出血及び心臓などの胸部、腹部の検査に威力を
発揮します。特に６４列のマルチスライスＣＴへ
の入れ替え（グレードアップ）は撮影時間が短縮
されるなど患者様負担の軽減に寄与します。

電子カルテ

従来の紙のカルテに書き込んでいた患者様の情報
をコンピュータで一元管理するシステムで、受付
や待ち時間の短縮などが図られます。特に孝仁会
様と同仕様のシステムを導入することにより、各
種検査の重複がなくなるなど患者様負担の軽減に
寄与します。

デジタル画像
システム

一般のレントゲンや検査結果をデジタル化し、患
者様情報としてコンピュータで電子カルテ同様に
一元管理するシステムで、情報の共有化が図られ
ます。特にＭＲＩやＣＴ、Ｘ線の画像や検査結果
を離れた専門医に送信し、助言を受けられる遠隔
診断が可能となるなど患者様負担の軽減に寄与し
ます。

区　　　　分 合　　計
一期解体工事費 50,000
本体工事費 516,293
備品購入費 343,406
委託料 43,503

計 953,202
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と
答
え
た
方
は
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。
タ
バ
コ
を
「
や
め
た
」
方
と
現

在
「
吸
う
」
方
の
割
合
が
同
じ
く
ら
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
と
も「
喫
煙
率
」は
依
然
と
し
て
高
め

　

１
月
25
日
の
特
集
記
事
で
は
、
羅
臼

町
の
喫
煙
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
く
、

意
外
な
結
果
で
あ
っ
た
と
ご
報
告
い
た

し
ま
し
た
が
、
統
計
処
理
の
誤
り
で
、

実
際
は
、
こ
れ
ま
で
保
健
福
祉
課
で
把

握
し
て
き
た
と
お
り
、
全
国
平
均
を
上

回
る
結
果
で
し
た
。
残
念
な
結
果
で
す
。

　

男
女
の
喫
煙
率
を
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成

20
年
に
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
結
果

と
比
較
し
て
み
ま
し
た
。
羅
臼
町
の
喫

煙
率
は
、
男
性
の
70
代
を
除
く
全
て
の

年
代
で
高
い
割
合
を
示
し
ま
し
た
。
特

に
、
男
性
の
30
代
で
は
７
割
以
上
の
方

が
喫
煙
者
で
あ
り
、
女
性
の
40
代
で
は

全
国
の
２
倍
近
い
喫
煙
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

年
実
施
）

 

調
査
結
果

「
吸
う
」と「
や
め
た
」
が
ほ
ぼ
横
並
び

　

ま
ず
は
、
全
体
の
喫
煙
状
況
の
結
果

で
す
。
現
在
「
吸
う
」
と
答
え
た
方
は

男
性
に
多
く
、「
も
と
も
と
吸
わ
な
い
」

　

平
成
23
年
1
月
25
日
発
行
の
広
報
ら

う
す
で
、『
羅
臼
町
検
診
対
象
者
把
握

調
査
〜
タ
バ
コ
に
関
す
る
結
果
報
告
』

を
特
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

統
計
処
理
の
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
報
告
し
た
内
容
の
一
部
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
、
ま
た
、

前
回
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
内
容
を
加
え
、
改
め
て
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

 

調
査
の
概
要

【
調
査
対
象
】
羅
臼
町
に
住
民
票
の
あ

る
30
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
無
作
為
抽

出
で
選
ば
れ
た
５
５
５
人
。

【
調
査
方
法
】
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
封
筒
に
入
れ
て
も
ら
い
、
保
健
推
進

員
が
回
収
。
保
健
福
祉
課
で
集
計
。

【
回
答
率
】
回
収
数
４
６
７
人
。
回
答

率
84
・
１
％
。（
前
回
87
・
９
％
平
成
20

〜
タ
バ
コ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
〜

羅
臼
町
検
診
対
象
者
把
握
調
査

●羅臼町の喫煙状況●

●男性の喫煙率（全国比）● ●女性の喫煙率（全国比）●

第
二
報
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健
康
被
害
を
受
け
や
す
い
こ
と
が
、
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
閉
ざ

さ
れ
た
部
屋
で
タ
バ
コ
の
煙
10
本
分
を

吸
う
と
、
吸
わ
な
い
人
も
１
本
吸
っ
た

こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
！
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
喫
煙
率

　

羅
臼
町
の
30
代
男
性
と
40
代
女
性
の

喫
煙
率
の
高
さ
は
跳
び
ぬ
け
て
い
ま
す

が
、
20
代
30
代
が
中
心
の
、
妊
婦
さ
ん

と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
喫
煙
率
も
高
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。
左
の
表
は
管
内
４
町
と

の
比
較
で
す
。

男
性
で
は「
運
輸
」女
性
は「
製
造
業
」

　

上
の
グ
ラ
フ
は
職
業
別
に
男
女
の
喫

煙
率
を
集
計
し
た
結
果
で
す
。
男
性
で

喫
煙
率
が
最
も
高
か
っ
た
職
業
は
「
運

輸
」
で
、
次
い
で
「
保
安
」「
製
造
業
」

の
順
で
喫
煙
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
女
性
で
は
「
製
造
業
」「
販
売
」

「
農
林
漁
業
」
の
順
で
喫
煙
率
が
高
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

職
場
の
規
模
が
小
さ
い
場
合
や
自
営

業
な
ど
で
は
、
職
場
内
禁
煙
が
難
し
い

状
況
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

今
回
の
調
査
で
は
、
女
性
の
「
保
安
」

お
よ
び
「
運
輸
」
従
事
者
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

高
い
と
、
ご
自
身
の
健
康
へ
の
影
響
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
副
流
煙
の
影
響
で

胎
児
や
子
ど
も
達
が
健
康
を
害
さ
な
い

か
が
心
配
で
す
。
羅
臼
町
は
、
三
世
代

同
居
が
ま
だ
多
い
状
況
が
あ
り
ま
す
の

で
、
両
親
に
加
え
、
祖
父
母
が
喫
煙
し

て
い
る
場
合
は
こ
と
さ
ら
で
す
。
実
際
、

羅
臼
町
で
は
、
２
５
０
０
ｇ
未
満
で
生

ま
れ
る
低
出
生
体
重
児
や
、
喘
息
の
お

子
さ
ん
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
を
吸
う
夫
を
も
つ
妻

が
、
肺
が
ん
に
な
る
危
険
は
2
倍
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う

に
、
羅
臼
町
の
女
性
の
肺
が
ん
死
亡
率

は
、
全
国
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
女
性
の「
肺
が
ん
」死
亡
率
は
全
国
の
２
倍

　

子
育
て
世
代
の
喫
煙
率
が
こ
れ
だ
け

●男性の職業別喫煙率● ●女性の職業別喫煙率●

吸
わ
な
く
て
も「
10
本
」で「
１
本
」

　

主
流
煙
（
フ
ィ
ル
タ
ー
か
ら
吸
う

煙
）
と
副
流
煙
（
タ
バ
コ
の
先
か
ら
出

る
煙
）
で
は
、
副
流
煙
に
毒
性
が
強
く
、

吸
う
人
よ
り
も
周
囲
に
い
る
人
の
方
が

　

以
上
で
す
。
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
？

　

タ
バ
コ
は
自
分
の
健
康
も
周
囲
の
人

た
ち
の
健
康
も
害
す
る
も
の
で
す
。
一

日
も
早
く
タ
バ
コ
と
さ
よ
な
ら
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。

　 妊　婦 パートナー

羅臼町 21.7% 65.2%
標 津 町 10.3% ―

中標津町 12.5% 56.3%

別 海 町 12.0% 58.2%

平成21年度管内４町の妊婦と
パートナーの喫煙率
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と
ん
が
り
さ
ん
が
生
活
改
善
に
取
り

組
み
始
め
て
１
年
２
ヵ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
体
重
や
腹
囲
、
血
液
デ
ー
タ
な

ど
を
比
較
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
時
と
の
比
較
…

　

そ
し
て
、
体
の
大
き
さ
だ
け
で
は
な

く
、
体
の
中
の
状
態
を
み
る
た
め
に
血

液
検
査
結
果
の
変
化
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
色
が
付
い
て
い
る
部
分
は
正
常
値

を
越
え
て
い
る
も
の
で
す
。

●
前
回
の
あ
ら
す
じ

<

通
称>

と
ん
が
り
さ
ん

<

年
齢
・
性
別>

３
？
歳　

男
性

<

職
業>

事
務
職

<
 

趣
味>

仕
事
を
終
え
帰
宅
後
、

ビ
ー
ル
を
片
手
に
プ
ロ
野
球
を

見
る
の
が
一
番
の
幸
せ
。
毎
日

６
缶
は
飲
ん
で
い
る
。

☆ 

正
月
あ
け
に
体
重
測
定
を
行
う

と
振
り
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

 

改
め
て
、
食
事
を
見
直
し
、
最

終
回
に
向
け
て
気
を
引
き
締
め

ま
す
が
…
。

第
６
話
（
最
終
回
）

　
「
長
生
き
し
た
い
…
」

健
康
相
談
室
日
誌

体重と腹囲の推移

　

検
査
値
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、
開

始
当
初
と
比
べ
て
、
各
検
査
項
目
の
検

査
値
は
改
善
し
て
い
ま
す
。（
正
常
値

よ
り
は
高
い
で
す
が
…
）

　

で
は
、
と
ん
が
り
さ
ん
の
生
活
に
は

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
開
始
当
初
と
現
在
を
比
較
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

○ 

毎
日
350
㎖
×
6
本
と
つ
ま
み
に
乾
物

を
1
袋
↓
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
ビ
ー
ル
350

㎖
×
6
本
に
な
っ
た
。

○ 

食
事
面
：
野
菜
を
あ
ま
り
食
べ
な
い
、

制
限
せ
ず
、
お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ

る
↓
食
事
で
は
野
菜
の
摂
取
を
こ
こ

ろ
が
け
る
、
成
分
表
示
を
確
認
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

○ 

タ
バ
コ
を
1
日
2
〜
3
箱
吸
っ
て
い

た
↓
禁
煙
中
。（
6
ヶ
月
間
が
経
過

中
）

○ 

体
重
を
測
る
習
慣
が
な
い
↓
定
期
的

に
体
重
を
測
定
す
る
習
慣
が
で
き
た
、

体
重
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
き
く
分
け
る
と
４
つ
の
変
化
が
あ

り
ま
し
た
が
自
分
の
体
や
健
康
に
興
味

を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て

現
在
の
取
り
組
み
に
至
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
自
分
の
健
康
に
興
味
を

持
つ
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

体重は
－７．５㎏
腹囲は
－７．５㎝

検査項目 基準値 H22.1
(開始時) Ｈ22.8 Ｈ23.2

内臓脂肪の蓄積

GOT ～30 43 40 48

GPT ～30 67 68 60
γ-GTP ～50 194 220 174
中性脂肪 ～149 563 349 87

HDLコレステロール 40～80 47 57 69

インスリン抵抗性
血糖 ～99 99 112 85

HbA1c ～5.1％ ― 5.4 4.9
その他の動脈硬化
の危険因子　　　 LDLコレステロール ～119 153 205 136

■←要指導レベル　　■←要医療レベル
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か
な
？
『
失
敗
し
て
も
い
い
か
な
』

み
た
い
な
。
あ
と
は
血
液
検
査
の
結

果
や
血
圧
と
か
自
分
の
健
康
状
態
を

知
っ
て
そ
れ
で
も
吸
い
続
け
る
か

と
い
う
と
ね
…
長
生
き
し
た
い
し
ね
。

（
笑
）

保 

：
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い

て
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？

と 

：
ま
ず
は「
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な
い
!!
」。

そ
し
て
、
1
年
間
学
ん
だ
こ
と
を
自

分
の
体
の
た
め
に
取
り
組
む
。
自
己

管
理
す
る
よ
。
目
標
は
1
年
後
に
は

75
㎏
を
目
指
し
た
い
と
思
う
。
最
終

的
に
は
長
生
き
す
る
こ
と
が
目
標
か

な
。

保 

：
長
生
き
を
す
る
た
め
の
1
つ
の
手

段
と
し
て
健
康
で
あ
る
こ
と
は
大
切

で
す
よ
ね
。
今
後
も
生
活
改
善
し
た

こ
と
は
継
続
し
て
、
定
期
的
に
健
診

を
受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

と 

：
そ
う
だ
よ
ね
。
太
っ
て
い
た
と
き

は
「
ド
ン
ド
ン
太
っ
て
い
く
ね
」
と

職
場
の
皆
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
い

た
け
ど
最
近
は
「
痩
せ
た
ね
」
と
か

「
顔
が
小
さ
く
な
っ
た
ね
」
と
言
わ

れ
て
嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る

わ
。

取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
…

最
後
に
…

☆ 
と
ん
が
り
さ
ん
の
変
化
を
写
真
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

とんがりシリーズが終
わっても、１年後の
75kgに向けて頑張る
よ！もし、75kgまで
体重が落ちたら…また
広報に記事を載せてほ
しいな(笑）

保 

：
こ
の
1
年
2
ヵ
月
を
振
り
返
っ
て

み
て
の
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

と 

：
こ
ん
な
に
も
自
分
の
体
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
今
ま
で
生
き
て
き
て

な
か
っ
た
よ
。
体
重
が
停
滞
し
た
時

期
も
あ
っ
た
け
れ
ど
…

保 
：
こ
の
1
年
間
で
1
番
変
わ
っ
た
こ

と
は
何
で
す
か
？

と 
：
食
生
活
か
な
？
今
ま
で
は
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
る
こ
と
が
当
た
り
前
だ
っ

た
。
け
ど
体
重
を
測
り
始
め
て
そ
れ

が
太
る
原
因
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
腹
八
分
に
し
て
み
て
、
最
初
は

お
腹
が
空
い
て
辛
か
っ
た
け
れ
ど
し

ば
ら
く
す
れ
ば
慣
れ
る
し
、
体
重
が

減
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

保 

：
食
事
を
見
直
し
て
、
血
液
検
査
の

結
果
に
も
変
化
が
で
て
い
ま
し
た
ね
。

　

 

野
菜
も
摂
取
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
ね
。
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
禁

煙
に
も
挑
戦
し
て
現
在
も
継
続
中
で

す
ね
。

と 

：
今
は
吸
い
た
い
と
思
う
こ
と
も
な

い
よ
。
た
ば
こ
を
や
め
ら
れ
た
の
は

気
軽
な
気
持
ち
で
挑
戦
で
き
た
か
ら

　

い
つ
も
広
報
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
1
年
間
を
通
し
て
、
実
際
に
保

健
福
祉
課
に
あ
っ
た
相
談
を
ご
本
人
の

協
力
を
元
に
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
際
の
相
談
を
そ
の
ま
ま
載
せ

て
い
ま
す
の
で
、「
自
分
も
そ
う
だ
な
」

な
ど
共
感
し
た
り
、
食
習
慣
や
飲
酒
習

慣
、
生
活
習
慣
が
似
て
い
る
と
感
じ
た

方
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
自

分
や
家
族
の
健
康
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課
で
は
保
健
師
・
栄
養
士

が
い
つ
で
も
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
春
・
秋
の
総
合
健
診
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
状
態

を
把
握
す
る
た
め
に
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

【
開
始
当
初
】

【
最
終
計
測
時
】

と
…
と
ん
が
り
さ
ん

保
…
保
健
師

ズボンに
隙間が…

随分とおなかがスッキリして、背筋もよく見えます。
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住　所 対象者氏名 お子さんの歯みが
きを頑張ったひと 住　所 対象者氏名 お子さんの歯みが

きを頑張ったひと
峯 浜 町 稗田　　空 徹也、麗 本 　 町 松山　祐人 千春

春 日 町 三船　生成 涼子 栄 　 町 板倉　悠倭 圭吾、道子

麻 布 町 寺沢　蒼紫 貴史、愛 湯ノ沢町 岩原　汰壱 道尋

麻 布 町 千綾　晄采 真央 湯ノ沢町 笹原　叶翔 千穂

八木浜町 森　　彪真 庄司、美奈子 共 栄 町 井田　享吾 玲子

八木浜町 小宮　尚大 真紀 共 栄 町 芦崎　未珠 和幸、靖子

八木浜町 小野寺さくら 覚、有香里 海 岸 町 小林　吉宗 欽昌

知 昭 町 佐藤　芙美 智治、恵美 海 岸 町 安逹　伶音 葉子

知 昭 町 山内　想菜 初美 岬 　 町 菅原　菜月 登美恵

知 昭 町 藤村　美礼 雄一、亜希子 岬 　 町 山本　侑聖 真樹子

礼 文 町 敦賀いろは 勝、梓 岬 　 町 堀田　　怜 千種

礼 文 町 山﨑　妃華 恭兵、舞花 岬 　 町 高橋　　雷 麻矢

礼 文 町 佐藤　凛和 裕子

いい歯で毎日、
歯ッピー健康生活

あっぱれ☆大賞
　子どもも大人も年齢問わず、
「食べたら磨く!!」が歯のお
手入れの基本です。
　歯みがきは口の中に残って
いる食べ物のカスや歯の表面
についた細菌、歯垢などを除
去することが最大の目的です。
　この目的を意識して、毎日、
お手入れするとよいですね。

　

こ
ん
に
ち
は
。
役
場
の
保
健
師
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
行
わ
れ
ま
し
た
３
歳
児
健
康

診
査
歯
科
健
診
の
結
果
、
下
記
の
お
子
さ
ん
に

は
む
し
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
歯
を
守
る
た
め
に
、
歯
み
が
き

な
ど
歯
の
お
手
入
れ
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
頑

張
っ
た
ひ
と
（
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
兄
弟

な
ど
）
の
お
名
前
と
合
わ
せ
て
表
彰
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
歯
の
お
手
入
れ
を
し
て
、
健
康

な
歯
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

な
お
、
仕
上
げ
磨
き
は
小
学
校
低
学
年
頃
ま

で
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯
の
汚
れ
を
キ

レ
イ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
や
、
お
子
さ
ん
の
お

口
の
中
の
変
化
が
な
い
か
ど
う
か
観
察
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
家
族
の
方
の
お
手
伝

い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
☆

※平成22年度　歯科表彰対象者は　　　　　
　Ｈ19.1.20～Ｈ20.1.20生まれのお子さんです。

（敬称略）
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と
な
り
ま
す
。

　

歯
肉
炎
を
起
こ
し
て
腫
れ
て
い
た
歯
ぐ
き
が
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
だ
け
で
こ
ん
な
に
も
引
き
締
ま
っ
た
歯
ぐ
き
に

な
る
の
で
す
。
歯
み
が
き
指
導
以
外
の
治
療
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

毎
日
の
歯
み
が
き
だ
か
ら
こ
そ
、
丁
寧
に
「
食
べ
た

ら
磨
く
」
を
基
本
と
し
て
、
歯
み
が
き
の
仕
方
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で
毎
日
行
う
チ
ェ
ッ

ク
と
合
わ
せ
て
、
歯
科
医
院
で
専
門
家
に
よ
り
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
半
年
に
１
回

程
度
は
、
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
総
合
健
診
と
合
わ
せ
て
、
無
料
で
大
人
と

子
ど
も
の
歯
科
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
口
の
健
康

は
全
身
の
健
康
と
も
関
係
が
あ
る
と
い
う
報
告
が
さ
れ

て
い
ま
す
。（
糖
尿
病
や
心
臓
疾
患
な
ど
）

　

全
身
の
健
康
の
１
つ
と
し
て
、
お
口
の
健
康
に
つ
い

て
も
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
石
に
覆
わ
れ
た
歯
と
歯
ぐ
き
は
…

　

自
分
の
口
の
中
を
鏡
で
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

も
し
、「
口
の
中
な
ん
て
見
た
こ
と
な
い
」
と
い
う
方

が
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
一
度
、
鏡
で
お
口
の
中
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ち
な
み
に
健
康
な
歯
と
歯
ぐ
き
は
…

あ
な
た
の
口
の
中

大
丈
夫
で
す
か
？

こ
ん
な
に
ス
ゴ
イ
！

歯
み
が
き
の
効
果
！

　

で
は
、
歯
肉
炎
の
歯
ぐ
き
は
…

　

み
な
さ
ん
の
口
の
中
は
ど
ん
な
状
態
で
し
た
か
？
も

し
、
歯
ぐ
き
の
腫
れ
や
歯
石
が
付
い
て
い
た
ら
歯
の
磨

き
方
を
見
直
し
た
り
、
歯
科
医
院
で
の
歯
石
除
去
等
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
普
段
し
て
い
る
歯
み
が
き
に
は
、
口
の

中
に
い
る
細
菌
や
歯
垢
、
食
べ
物
の
カ
ス
を
除
去
す
る

な
ど
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。
口
の
中
に
は
数
百
種
類
以

上
、
数
億
個
以
上
の
細
菌
が
存
在
し
て
人
間
の
体
の
中

で
最
も
多
く
細
菌
が
生
息
し
て
い
る
の
で
す
。

　

細
菌
の
数
が
増
え
す
ぎ
て
、
食
べ
か
す
等
と
く
っ
つ

く
と
歯
垢
と
な
り
、
口
臭
や
歯
周
病
、
む
し
歯
の
原
因

歯ぐきはピンク色で
固く引き締まっていて、
隣り合う歯の間の歯肉
は三角形です。

ブラッシング指導を受けて 2ヵ月後…

歯肉は赤く腫れあが
り、歯に覆いかぶ
さっています。

三角形です♪
歯に歯肉が覆いかぶ
さっています…

歯石がべったりついてます…

（下の前歯の裏側です）

下の前歯の裏側は、歯みがきの
手を抜きやすく、歯垢、歯石が
たまりやすいです。

歯肉炎を起こしている歯ぐき

ブラッシング指導を受けて 2ヵ月後…
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町
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
町
民
や
団
体
が
自
ら
の
意
思
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し

て
い
る
方
々
を
中
心
に
取
り
上
げ
掲
載
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
参
加
下
さ
い
！

　

今
年
も
羅
臼

町
商
工
会
青
年

部
が
主
催
す
る

冬
の
お
祭
「
ら
う
す
オ
ジ
ロ

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
悪
天
候
の
為
１

週
間
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
催
日
当
日
は
天
候
も
良
く

多
く
の
子
ど
も
達
や
家
族
連

れ
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

人
気
の
滑
り
台
で
は
多
く

の
子
ど
も
達
が
歓
声
を
上
げ

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

羅
臼
町
商
工
会
青
年
部
の

皆
さ
ん
そ
し
て
協
賛
し
祭
り

を
盛
り
上
げ
た
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

京
都
か
ら
観
光
に
来
て
下
さ
っ
た
上
野
さ
ん
は
、
熊
の

湯
に
入
浴
中
体
調
を
崩
し
、
そ
の
時
一
緒
に
入
っ
て
い
た

羅
臼
の
ご
婦
人
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
と
お
礼
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。

　

写
真
に
て
手
紙
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

子
ど
も
達
大
喜
び
！

ら
う
す
オ
ジ
ロ
ま
つ
り
開
催
！

京
都
か
ら
の
お
礼
の
手
紙

2月20日㈰

3月2日㈬
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清
掃
業
務
等
を
行
っ
て
い
る

㈲
和
光
（
本
社　

標
津
町
）
が

羅
臼
町
役
場
の
顔
で
あ
る
正
面

玄
関
を
地
域
貢
献
と
し
て
清
掃

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

使
用
し
た
洗
剤
は
環
境
に
配

慮
し
た
特
別
な
物
を
使
用
し
、

見
事
な
技
術
で
汚
れ
を
落
と
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

臼
井
社
長
は
「
羅
臼
の
玄
関

で
も
あ
る
役
場
の
正
面
玄
関
を

綺
麗
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
に

貢
献
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ざ
い
も
く
岩
ト
ン
ネ
ル
の
山
の
斜

面
の
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
板
野
建

設
㈱
が
羅
臼
小
学
校
の
全
生
徒
に
対

し
、
簡
単
に
取
り
付
け
る
事
が
出
来
る
反
射
板
を

寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
く
と
「
自
社
が
行
っ
て
い
る
工
事
は

安
全
に
道
路
を
利
用
で
き
る
為
の
工
事
な
の
で
す

が
、
あ
る
夕
方
の
事
。
工
事
を
し
て
い
る
最
中
に

車
道
を
横
断
し
て
い
る
小
学
生
が
一
般
車
と
接
近

す
る
場
面
が
あ
り
、
と
て
も
危
険
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
通
行
者
（
特
に
小
学
生
）
の
み
な
さ

ん
に
何
か
交
通
安
全
で
協
力
で
き
る
こ
と
は
無
い

か
と
考
え
、
今
回
の
寄
付
を
考
え
ま
し
た
」。

　

贈
呈
式
は
全

校
朝
会
の
場
で

行
わ
れ
、
澤
田

寛
和
土
木
課
主

任
は
「
皆
さ
ん

の
交
通
安
全
に

貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

㈲和光が地域貢献として、
羅臼町役場の正

か お
面玄関をきれいに

板
野
建
設
㈱
が
羅
臼
小

学
校
に
反
射
板
を
寄
付

3月5日㈯

2月1日㈫

向かって左側が清掃後

　

こ
の
事
業
は
中
標
津
管
内

中
標
津
保
健
所
が
実
施
し
て

い
る
「
小
学
校
に
お
け
る
喫

煙
防
止
講
座
」
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
な
が
ら
煙
草

の
害
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
煙
草
２
本
を
崩
し
入
れ

て
ど
れ
程
水
が
汚
れ
る
か
の
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

保
健
所
の
柳
原
栄
養
士
は
「
絶
対
に
あ

け
な
い
で
下
さ
い
。
幼
児
で
あ
れ
ば
半
分
、

大
人
で
も
500
㎖
全
部
飲
め
ば
致
死
量
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も

達
は
、
保

健
所
の
中

村
保
健
師

の
質
問
に

対
し
活
発

に
発
言
し

煙
草
の
害

へ
の
理
解

を
深
め
て

い
ま
し
た
。

羅
小
６
年
生
を
対
象
に

喫
煙
防
止
学
習
開
催

2月2日㈬
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共
栄
町
町
内
会
で
は
、
町
内
会
独
自
で
地
域
を
分

け
、
担
当
者
を
決
め
て
排
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
み
は
３
年
程
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

共
栄
町
町
内
会
防
犯
防
火
部
長
の
川
尻
英
二
さ
ん
は
「
道
路
を

見
る
と
歩
い
て
い
る
の
も
危
な
い
状
況
で
、
行
政
に
排
雪
を
頼
ん

で
も
中
々
す
ぐ
に
は
難
し
い
。
行
政
ば
か
り
を
あ
て
に
し
て
い
て

も
と
思
い
３
年
く
ら
い
前
か
ら
本
格
的
に
町
内
会
で
排
雪
の
担
当

を
決
め
て
や
っ
て
い
る
」
ま
た
、「
町
内
会
の
み
ん
な
に
は
、
排

雪
場
所
も
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で

助
か
っ
て
い
る
。
体

の
動
く
う
ち
は
続
け

た
い
と
思
う
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
会
組
織
と
し

て
、
排
雪
作
業
の
実

施
し
て
い
た
だ
き
町

と
し
て
も
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
協
働
の
町

づ
く
り
に
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

羅
臼
漁
協
よ
り

診
療
所
建
設
の
た

め
に
多
額
の
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
組
合
員
の
同

意
を
頂
き
、
診
療

所
建
設
の
た
め
に

寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

㈲
植
別
水
産
は

診
療
所
建
設
に
対

し
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

社
長
の
佐
藤
昭

さ
ん
は
「
診
療
所

建
設
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

共
栄
町
町
内
会
が
独
自
の

排
雪
作
業
体
制
を
組
織

2月4日㈮

1月24日㈪2月2日㈬
羅臼漁業協同組合が
診療所建設に対し寄付

㈲植別水産が
診療所建設に寄付
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羅
臼
漁
協
女
性
部
主
催
の
「
第
３
回　

海
の
幸
コ
ン
テ
ス
ト
」
が

羅
臼
漁
協
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
昆
布
の
消
費
量
が
低
迷
し
て
お
り
、
価
格
に
お
い
て

も
昨
年
よ
り
も
落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
テ
ー
マ
を
昆

布
料
理
と
し
、
少
し
で
も
付
加
価
値
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
消
費
回
復
を
狙
っ
た

も
の
で
す
。

　

羅
臼
昆
布
は
一
般
的
に
出
汁
が
有
名
で
、
食
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
薄
い
の

で
す
が
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
ア
イ

デ
ィ
ア
豊
富
な
料
理
が
24
品
も
出

品
さ
れ
、
審
査
も
難
し
い
展
開
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
見
事
に
金
賞
を
手
に

し
た
の
は
、
昆
布
の
爪
の
部
分

（
頭
部
分
）
を
使
用
し
た
佃
煮
を

出
品
し
た
岩
瀬
孝
子
さ
ん
（
松
法

町
）。

　

今
回
、
審
査
員
と
し
て
参
加
し

た
飲
食
業
連
合
会
会
長
の
石
見
公

夫
さ
ん
は
、「
女
性
部
と
新
作
料

理
の
開
発
や
、
事
業
連
携
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
を
設
け
て
い
き
た

い
」
等
、
飲
食
店
メ
ニ
ュ
ー
に
も

積
極
的
に
昆
布
を
使
用
し
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の

度
、
羅
臼

消
防
団
が

「
規
律
厳

正
に
し
て

技
能
熟
達

し
、
か
つ
、

各
般
の
施

行
充
実
し
、

平
素
能
く

消
防
の
使

命
達
成
に

努
め
、
そ

の
成
績
抜

群
一
般
の

亀
鑑
で
あ

る
も
の
」

で
あ
る
と

し
て
㈶
日

本
消
防
協
会
よ
り
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
２
月
24
日
東
京
に
て
行
わ
れ
全
国
で
41
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
を
受
け
、
西
村
団
長
ら
が
表
彰
旗
と
賞

状
を
持
ち
町
長
へ
受
賞
報
告
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

羅
臼
消
防
団
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昆
布
の
消
費
拡
大
に
向
け

海
の
幸
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

羅臼消防団が優良消防団として表彰受賞

1月16日㈮

3月3日㈭
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☎87-2161
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知
床
・
羅
臼
ま
ち
づ
く
り
基
金

【
診
療
所
建
設
事
業
】

知
昭
町
テ
レ
ビ
組
合　

様

金
澤　

邦
雄　

様

有
限
会
社　

植
別
水
産　

様

中
村　

義
信　

様

今　

り
ゑ　

様

（
平
成
23
年
1
月
11
日
〜
平
成
23

年
3
月
10
日
受
付
分
掲
載
）

寄
付･

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

北
海
道
警
察
官
の
募
集
案
内

○
受
付
期
間
：
４
月
１
日
㈮
〜
４
月
13
日
㈬

○
試
験
日
：
５
月
８
日
㈰

○
募
集
区
分

・
Ａ
区
分

　

 

男
性
及
び
女
性
で
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
。）
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
者

・
Ｂ
区
分

　
 

男
性
及
び
女
性
で
Ａ
区
分
以
外
の
者
（
高

校
在
学
中
の
者
を
除
く
。）

○
募
集
年
齢

　

Ａ
・
Ｂ
区
分
と
も
昭
和
54
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

【
お
問
合
せ
・
願
書
配
布
先
】　

中
標
津

警
察
署　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
５
３
―
７
２
―

０
１
１
０

　近年、20～30歳代の若い人達の子宮
頸がんが増加傾向にあります。原因
は、ヒトパピローマウイルスで、性交
渉により女性の８割は感染するという
ありふれたものです。ウイルスの大半
は排除され自然に治りますが、ごく一
部が持続感染し、がん化します。突然、
ひょっこり〝がん〟が生まれる訳では
ないのです。
　子宮を守る方法として、ウイルスの
進入を未然に防ぐものが「ワクチン」
で、持続感染中のわずかな変化を見逃
さないのが「がん検診」です。現在の
ワクチンは15種類の発がん性ウイルス
のうちの２種類に関するもので、60％
のカバー力です。一生抗体が持続する
ものでもありません（現時点では、６
年～10年程）子宮がん検診は、直接細
胞を採って検査しますので、がんの手
前の状態で発見が可能であり、子宮を
残す治療法が選択でき、ゆくゆく「赤
ちゃんの大切な部屋になる〝子宮〟」
を守ることにつながります。ワクチン
が先行しがちですが、正しい知識と定
期的ながん検診が何よりも早期に異常
を見つけられるため、自分にとっても
家族にとっても大切なことなのです。

子宮を守ろう

　

こ
の
度
、
全
国
に
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（J-A

LERT

：
ジ
ェ
ー
ア
ラ
ー
ト
）
の
羅
臼
町
へ
の
設

置
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
大
規
模
な
テ
ロ
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
緊

急
地
震
速
報
や
津
波
警
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
消
防
庁
か
ら
直
接
、

町
の
防
災
行
政
無
線
を
使
い
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

４
月
初
旬
よ
り
本
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
致
し
ま
す
の
で
、

大
規
模
な
テ
ロ
や
大
き
な
地
震
（
震
度
５
以
上
）
が
発
生
し
た
場

合
、
24
時
間
体
制
で
防
災
無
線
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

夜
間
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
命
を
守
る
為
の
放
送
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
５
月
31
日
の
午
前
中
に
全
国
一
斉
の
緊
急
地
震
速
報
訓
練

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
後
町
政
だ
よ
り
等
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先　

総
務
企
画
財
政
課　

防
災
係　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

８
７

―
２
１
１
１
】

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（J-A

LER
T

：
ジ
ェ
ー
ア
ラ
ー

ト
）の
運
用
開
始
に
つ
い
て
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２
月
20
日
、
羅
臼
町
内
オ
ジ
ロ
・
オ

オ
ワ
シ
一
斉
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）

に
開
始
さ
れ
、
今
回
で
34
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
例
年
２
月
20
日
に
近
い
日
曜

日
に
植
別
川
か
ら
相
泊
川
間
の
45
㎞
を

８
区
間
に
分
け
、
天
然
記
念
物
指
定
鳥

類
監
視
員
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
職

員
な
ど
10
名
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
オ
オ
ワ
シ
374
羽
、
オ
ジ
ロ
ワ

シ
180
羽
、
不
明
ワ
シ
154
羽
、
合
計
686
羽

の
ワ
シ
が
こ
の
前
浜
で
越
冬
し
て
い
る

　冬期間、羅臼町にはたくさんのオオワシ、オジロワシが渡ってきます。教育委員会で
は昭和53年（1978）より一斉調査を実施し、今年は686羽のワシをカウントしました。
【羅臼町郷土資料室】
　郷土資料室では町民のみなさまより寄贈いただいた生活、漁業に関する資料や、遺跡
から出土した土器や石器、知床の自然を代表するシマフクロウやオオワシの剥製などを
多数展示しています。
　　　開室日：平日（祝祭日を除く）　　　　　　　開室時間：10時～17時
　　　場　所：町民体育館１階　　　　　　　　　 入 室 料：無料

今年もたくさんのワシが渡って来ました

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

不
明
ワ
シ
と
い
う
の
は
遠
く
の
流
氷
の

上
に
い
て
、
ど
ち
ら
の
ワ
シ
か
識
別
で

き
な
い
も
の
で
す
。
ス
ケ
ソ
漁
が
最
盛

期
だ
っ
た
昭
和
30
年
前
後
の
２
千
数
百

羽
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
最

低
700
羽
近
く
の
ワ
シ
達
が
羅
臼
前
浜
に

勇
壮
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
に
は
「
親
と
子
の
オ
ジ
ロ
、

オ
オ
ワ
シ
観
察
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
流
氷
が
押
し
寄
せ
、
観
察

船
が
出
港
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
羅
臼
港
の

周
辺
だ
け
が
開
氷
し
、
多
く
の
ワ
シ
達

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
港
の
入
り
口
に
は
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ

シ
が
氷
上
で
く
つ
ろ
い
で
お
り
、
観
察

者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
間
近
で
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
多

く
の
動
物
た
ち
が
観
察
で
き
る
の
は
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
で
も
稀
有
な
地

域
の
一
つ
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
知
床
の
自
然
の
豊
か

さ
を
具
体
的
に
見
せ
て
く
れ
る
こ
れ
ら

の
動
物
達
を
、
い
つ
ま
で
も
見
守
り
続

け
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

オジロワシ

オオワシ

ゴマフアザラシ
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本が好き.
子どもが好き.

図書室が好き

新
刊
案
内

子どもの読書推進活動を支えるボランティア募集

大型絵本寄贈

本を仲立ちに人と人がつながる町に！
図書室の活動をいっしょにしませんか？

☆あなたの得意なことで誰かの笑顔が広がる　☆あなたの少しの時間が町を生き生きさせる☆
☆あなたの踏み出す一歩があなた自身を幸せにする☆　思いを共有する仲間が待っています。

　

図
書
室
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

関
わ
っ
て
頂
き
な
が
ら
、
こ
の
町
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、
本
に
ふ
れ
あ

い
人
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
成
長

で
き
る
よ
う
子
ど
も
の
読
書
活
動
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
中
で
す
。

☆ 

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ぐ
り
と
ぐ

ら
の
え
ほ
ん
ぽ
け
っ
と
」
代
表
田
中

文
子
さ
ん　

会
員
３
名

☆ 

読
み
聞
か
せ
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
サ
ー
ク
ル
」
代
表

四
ツ
屋
由
紀
子
さ
ん　

会
員
６
名

　

星
野
修
三
さ
ん
（
礼
文
町
）
が
自
作

の
陶
芸
作
品
を
販
売
し
た
収
益
金
（
昨

年
の
文
化
祭
）
で
本
を
寄
贈
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

図
書
室
で
は
、
本
が
好
き
、
子
ど

も
が
好
き
、
図
書
活
動
を
応
援
し
た

い
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

下
記
の
よ
う
な
内
容
の
図
書
室
事

業
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

　

通
年
で
な
く
て
も
、
で
き
る
期
間

で
結
構
で
す
。
下
記
の
内
容
の
「
こ

れ
な
ら
出
来
そ
う
」「
楽
し
そ
う
だ

か
ら
や
っ
て
み
た
い
」
と
、
一
つ
で

も
興
味
を
持
っ
た
ら
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
既
存
の
団
体
に

加
盟
す
る
か
、
個
人
で
登

録
す
る
か
は
、
あ
な

た
の
事
情
に
合
わ
せ

て
お
選
び
下
さ
い
。

　

本
が
好
き
な
方
な
ら
古
本
市
（
年
１

回
）
で
会
場
準
備
や
販
売
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
な
ら
ち
い
さ
い
子

の
お
は
な
し
会
（
年
４
回
）
で
入
園
前
の

子
ど
も
の
相
手
を
し
て
遊
ん
だ
り
。

　

裁
縫
や
工
作
の
得
意
な
方
に
は
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
や
、
図
書
室
で
使
う
子
ど
も

の
た
め
の
布
の
お
も
ち
ゃ
や
人
形
、
バ
ッ

ク
の
作
成
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
読
み

聞
か
せ
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
も
っ
と

や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
小

学
校
で
読
み
聞
か
せ
（
月
１
回
）
を
続
け

ま
せ
ん
か
？

　

お
申
し
込
み
先
／
公
民
館
図
書
室
／
担

当
菊
地　

電
話
８
７
―
２
０
０
４

休
室
日
の
お
知
ら
せ

3
月
25
日
㈮

4
月
29
日
㈮

芥
川
賞　

「
き
こ
と
わ
」
朝
吹
真
理
子
「
苦
役

列
車
」
西
村
賢
太

直
木
賞　

「
漂
砂
の
う
た
う
」
木
内
昇
「
月
と

蟹
」
道
尾
秀
介

織
田
作
之
助
賞　

「
ト
リ
ッ
プ
・
ト
ラ
ッ
プ
」

金
原
ひ
と
み
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
３
組
」
乙
武
洋

匡
「
歌
う
ク
ジ
ラ
上
下
巻
」
村
上
龍
「
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス
」
角
田
光
代
「
天
下
商
人
」
高
任
和
夫

「
再
び
の
海
」
澤
田
ふ
じ
子
「
誇
り
」
今
野
敏

ほ
か
「
ス
ト
ー
リ
ー
・
セ
ラ
ー
」
有
川
浩
「
恋

す
る
日
本
史
」
「
男
の
子
の
通
園
＆
通
学
グ
ッ

ズ
」
「
フ
ェ
ル
ト
で
つ
く
る
楽
し
い
動
物
マ
ス

コ
ッ
ト
」
な
ど
多
数

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
を
！

ど
ん
な
活
動

を
す
る
の
？

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

約40センチ
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ものがたり

編集後記

平成23年２月末現在
（　）内は平成22年12月末対比

人口　5,979人　（－17）
　男　2,973人　（－6）
　女　3,006人　（－11）
世帯　2,181世帯（－3）

◇時の経つのは早いものです
　振り返るとあっという間に１年が過ぎてい
ます。
　今年度も６回ですが、広報らうすを発行す
ることが出来ました。
　広報の発行にあたりご協力くださった皆様、
そして読んでくださった皆様、本当にありが
とうございます。
　今後とも、広報らうすを宜しくお願い致し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　（K）

■広報らうす 平成23年３月号

１月例会句
平成23年１月

年
新
た
願
う
米
寿
へ
あ
と
三
月　
　
　
　

長
岡　

佳
雪

初
凪
や
係
留
船
の
国
旗
揺
れ 

 

竹
内　

日
奈

豆
剣
士
集
い
て
鏡
開
き
か
な 

 

山
中　

英
美

注
連
飾
る
手
元
に
そ
っ
と
神
の
風 

小
泉　

恭
輔

恙
な
く
生
き
る
幸
せ
年
賀
状 

 

浜
田　

羅
牛

一
筆
に
気
魄
溢
る
年
賀
か
な 

 

宮
腰　

鹿
山

墨
の
色
芳
し
き
か
な
年
賀
状 

 

川
端　

白
浪

国
後
に
沿
う
て
船
浮
く
初
漁
火　
　
　
　

小
野
寺
千
帆

人 の 動 き

　

今
は
昔
、
羅
臼
の
村
の
港
の
始
ま
り
の
話
し

で
あ
る
。

　

佐
藤
久
右
衛
門
（
又
十
藤
野
の
漁
場
の
指
導

監
督
）
が
明
治
九
年
に
移
住
し
、
こ
の
地
に
定

住
（
現
在
の
船
見
町
）。
産
業
開
発
に
献
身
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

佐
藤
久
右
衛
門
は
羅
臼
に
於
て
率
先
し
漁
業

を
営
み
、
産
業
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、
港
湾

修
築
に
巨
万
の
資
を
投
じ
て
船
舶
の
出
入
に
便

を
図
っ
た
。

　

船
入
澗
（
現
在
の
冷
蔵
庫
辺
り
か
ら
南
方
に

伸
び
る
天
然
岩
礁
の
船
着
き
場
）
の
東
側
は
平

磯
に
な
っ
て
い
て
久
右
衛
門
は
こ
こ
に
桟
橋
を

架
け
荷
の
上
げ
下
ろ
し
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
、

何
時
の
頃
か
ら
「
久
右
衛
門
の
澗
」、
又
は
「
久

右
衛
門
波
止
場
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
８
年
12
月
に
羅
臼
船
入
澗
（
羅
臼
漁
港
の
前

身
。
現
八
幡
光
男
氏
宅
前
浜
）
が
完
成
を
す
る
ま

で
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

時
は
流
れ
、
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
21
年
、
戦
時

中
荒
廃
し
た
船
入
澗
修
築
工
事
が
、
内
務
省
所
管

の
拓
殖
計
画
事
業
と
し
て
再
開
さ
れ
、
以
来
毎
年

継
続
工
事
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

つ
い
で
昭
和
25
年
漁
港
法
の
制
定
に
よ
り
「
離

島
そ
の
他
、
辺
す
う
の
地
に
あ
っ
て
漁
場
の
開
発

ま
た
は
漁
船
の
避
難
上
、
特
に
必
要
な
も
の
」
と

し
て
昭
和
26
年
6
月
に
第
四
種
漁
港
と
し
て
指
定

を
受
け
、
昭
和
26
年
を
計
画
初
年
度
と
す
る
第
１

次
漁
港
整
備
に
は
じ
ま
っ
た
。
平
成
の
現
在
、
共

栄
町
の
沖
に
衛
生
管
理
型
漁
港
が
完
成
し
、
久
右

衛
門
の
澗
を
始
め
と
す
る
羅
臼
漁
港
は
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
た
。

　

今
日
の
羅
臼
の
基
礎
と
も
言
え
る
漁
業
。
そ
の

生
産
拠
点
で
あ
る
羅
臼
漁
港
の
発
展
は
、
羅
臼
町

の
発
展
の
歴
史
と
も
い
え
る
。

　

羅
臼
の
漁
港
は
こ
れ
か
ら
も
「
漁
業
の
町
、
羅

臼
」
を
支
え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

参
考
文
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羅
臼
町
百
年
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写
真
提
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羅
臼
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郷
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資
料
室

羅
臼
漁
港
の
礎「
久
右
衛
門
の
澗
」

佐藤久右衛門氏肖像

昭和21年以前の羅臼漁港

佐藤久右衛門氏肖像

昭和21年以前の羅臼漁港
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